
2012 研修分科会
私立大学図書館協会 東地区研究部

第 2 回　開催ご案内

第
４
期

ホ ー ムペ ー ジ よ り
専修⼤大学⽣生⽥田キャンパス

日時
2012年6月28日（木）
13:00-17:00

会場
専修大学生田キャンパス

120年記念館(9号館)

2階92B会議室

集合
13時は開始時間です。欠席の場
合は事前にメーリングリストに
ご連絡ください。当日急に来ら
れなくなった場合や遅刻する時
は、下記の大学図書館支援機構
事務局携帯電話に必ず連絡をお
願いします。

メーリングリスト
2012kenshu@googlegroups.com
（このML宛のメールが配信されるメ
ンバーは、研修分科会会員、幹事
校、IAAL事務局です。）皆さんへ
のお知らせはこのメールにお送
りください。

IAAL事務局連絡先
170-0004豊島区北大塚1-19-12
TEL: 03-5961-3401
FAX: 03-5944-5087
E-mail: info@iaal.jp
IAAL緊急連絡先（携帯番号）
090-9100-0387

会場案内
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アクセス・交通
• 向ヶ丘遊園駅 (小田急線 )北口より

　「専修大学前」行きバスで約10分 →終点下車

　「専修大学9号館」行きバスで10分→終点下車

　「聖マリアンナ医科大学」「あざみ野駅」行きバスで約10分 

　　→正門へは専修大学入口・川崎ゴルフ場入口下車  徒歩5分

　　→専修大学120年記念館入口へは専修大学120年記念館前下車  徒歩3分

• 向ヶ丘遊園駅 (小田急線 )南口より徒歩14分（10号館入口）

• あざみ野駅 (東急田園都市線・横浜市営地下鉄 )より「向ヶ丘遊園駅」行き

バスで約35分

　→正門へは専修大学入口・川崎ゴルフ場入口下車  徒歩5分

　→専修大学120年記念館入口へは専修大学120年記念館前下車  徒歩3分
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第2回 課題
危機管理について自館の事例を
調べる
　課題はアンケート形式です。
Excelの各項目の回答欄に記入してく
ださい。項目は各館の対応状況を記
入する実態調査と、各自の意見やア
イデアを書く項目です。従って、同
じ大学から参加されている場合も各
自が提出してください。記入欄に書
ききれない場合は、セルを広げても
構いませんが、要点をまとめて記入
してください。

　提出はL-ラーニング「大学図書館
員のためのリポジトリ」にアップし
てください。

http://www.l-learning.jp/
xoonips/

1.Excelに記入後、ファイル名を　
「2012課題2_○○大名前」として保存
　例：2012課題2_○○大高野.xlsx
2.各項目は下記のように登録

itemタイプ：file
タイトル：2012研修分科会危機
管理アンケート（○○大・名前）
関連アイテム：危機管理マニュア
ル，利用者誘導マニュアル等の
成文化されたものがあり，共有
してよければ，別途登録し、こ
こに記入します。

提出期限：6月16日（土）
★開催日の1週間前頃に集計結果を

メーリングリストで配布しますの

で，当日持参してください。

持ち物

開催案内
講演レジュメ（開催日の１週間前

頃にMLで配布しますので，各自で印
刷してください。）
課題集計結果（上記）
第1回に出席された方は当日、名

札もお忘れなく！ 

テーマ　危機管理！
講演：
そのとき私たちができたこと
　～東北大学附属図書館が遭遇
した東日本大震災～
小陳左和子氏（一橋大学附属図書館）
　

　昨年の3月11日の東日本大震災の
ことは，1年以上たってもまだ皆さ
んの記憶に残っていることと思いま
す。今回はこの時東北大学附属図書
館で情報サービス課長として勤務さ
れていた小陳(こじん)さんにご講演を
お願いしました。実際の経験をお話
しいただくとともに，そこから私た
ちが学ぶべきことを考えてみましょ
う。
　災害はいつ襲ってくるかわかりま
せん。首都直下型地震の起こりえる
確率のニュースも最近は少し途絶え
てきましたが，「そのとき」にすべ
きことと，「そのまえ」にしておく
対策が大事なのではないでしょう
か。
　2011年は東北大学附属図書館は開
館100周年を迎える年でもありまし
た。小陳さんを筆頭に図書館職員
が，学生ボランティアも呼びかけて
復旧に務められた記録は，次の100
年に向けての礎となり，広く大学図
書館が学ぶべきことだと思います。

グループ討議

　国土交通省の危機管理のサイト
には，ゴールデンウィークの交通
機関安全確保から，北朝鮮ミサイ
ル等，有事関連・テロ対策・感染
症（新型インフルエンザ）対策な
ど様々な種類の危機があげられて
います。大学図書館における危機
管理には，どのようなことを想定
しておく必要があるでしょうか。
　課題で調べてきた各館の取り組
みを評価してみましょう。また，
危機管理のポイントは何でしょう
か。利用者や自分たちの安全を守
り，図書館サービスを円滑に行っ
ていくため，他の事業体でのノウ
ハウを取り入れることもありかも
しれませんね。

時間 内容

13:00-13:10 事務連絡

13:10-14:00 課題発表

14:00-16:00 小陳氏講演：そのとき私たちができたこと

16:00-16:15 ティーブレイク

15:15-16:50 グループ討議

16:50-17:00 次回予定について

Time table

2012年度第1回　阿部氏講演の様子
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